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産業保健Ｑ＆Ａ（業務上疾病関連）
№ 質問 回答例

1

・化学物質によるアレルギー性の皮膚症状、特に金

属、機械油による対応はどうすべきでしょうか？

・化学物質による皮膚障害は、①接触性皮膚炎、②角化異常、③色素沈着などがあります。そのう

ち、９割は、接触性皮膚炎ですので、今回は、接触性皮膚炎（湿疹も含む）について、回答しま

す。

・接触性皮膚炎は、アレルギー性と刺激性に分類できます。どちらが多いか明らかではありません

が、アレルギー性が60％という報告があります。アレルギー性接触皮膚炎は、刺激性接触皮膚炎と

異なり、微量のアレルゲンで皮膚炎を起こし、曝露する度に症状が悪化する傾向にありますので、

早期対応が重要です。職業性接触性皮膚炎の病型・原因物質・症状について、下表に示します（引

用：接触皮膚炎診療ガイドライン2020）。
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（つづき）

・化学物質によるアレルギー性の皮膚症状、特に金

属、機械油による対応はどうすべきでしょうか？

＜対応について＞

・接触性皮膚炎は、だれにでも起こる可能性があり、機械油には、様々な化学物質が含有してお

り、アレルゲンとなる原因特定は困難です。また、過去のアレルギー歴で危険度は推測できませ

ん。

・スクリーンニング問診調査に関しては、有用性が乏しいと考えます。アトピー性皮膚炎（素因）

の方は、皮膚のバリアが弱いため、接触性皮膚炎の危険度が高いので、リスクアセスメント結果で

危険度の高い化学物質については、配置を避ける判断材料になるかもしれません。

・パッチテストは、皮膚科専門医が行う検査（自由診療扱い）です。また、検査による危険性、擬

陽性、偽陰性もあります。会社として、配置前のパッチテストは、実施すべきではないと考えま

す。

・以上より、職場での対応は、以下のような考え方が現実的かと考えます。

①化学物質のリスクアセスメントにより有害性を評価し、有害性の低い物質に代替できないかを検

討する

②曝露を最小限にする

　発散源対策、局所排気装置の設置、作業方法の改善、有効な保護具の使用

　経皮曝露の防止：化学用手袋等の着用、作業服に付着しないようにする

③皮膚に接触した場合は、できるだけ早く流水で洗い流す

④作業と関連性がある皮膚症状が出現したら、原因と思われる化学物質を回避する

⑤作業歴、作業内容、SDSなどの情報を確認し、皮膚科医師の診察を受ける。

3
・有機溶剤取扱作業者に皮膚障害が発生した、どう対

処すべきでしょうか？

・急性障害の場合、原因を取り除けば症状は改善されますので、まずその溶剤にばく露しないよう

にすればよいです。

・専門医を紹介するとすれば有機溶剤の場合は神経学的障害も考えられるので神経内科を紹介頂け

ればと思います。

4
・有機溶剤の特殊健康診断の問診票で自覚症状が確認

された時、有機溶剤との関連性を確認する方法は？

・症状が作業中または作業に関連して起こっているか、症状が一過性であるか持続性であるか、症

状が一定であるか進行性であるかなどを問診で確認します。


